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１．位置図

栃木県

群馬県 一般国道4号
春日部古河バイパス ④
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：再評価

①事業採択後、3年以上経過した時点で未着工
②事業採択後、5年以上が経過した時点で継続中の事業
③準備・計画段階で 3年間が経過している事業

1

③準備・計画段階で、3年間が経過している事業

④再評価実施後、3年間が経過している事業
⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価



２．事業の目的と計画の概要
（1）目的 至 福島 平 面 図位 置 図（1）目的
• 交通渋滞の緩和、圏央道関連交通への対応
• 地域開発の活性化

（2）計画の概要

至 福島
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２．事業の目的と計画の概要
（3）国道4号の交通特性
・国道4号当該事業区間の交通特性は、周辺地域に起終点を持つ交通（内々）が1％、起終点のどちらかが周辺地域に
ある交通（内外）が20％、周辺地域を通過する交通（外々）が79％となっている。

（3）国道4号の交通特性

■国道4号春日部古河バイパスの交通特性

凡 例

内外交通

内々交通 内
々
交

表 国道４号春日部古河バイパスの交通特性

OD内訳 H17交通量
（百台/日） 比率

周辺地域内々 2 1%

周辺地域とその他の地域（内外） 48 20%

内外交通
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通
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48

（20%)

周辺地域とその他の地域（内外） 48 20%
周辺地域⇔栃木県 3 1%
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内
外
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外々交通
186 国道4号
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（1%）

春日部古河バイパス
延長21.5km

が
79
％

※周辺地域は、当該事業が通過する春日部市、杉戸町、幸手市、五霞町、境町、 古河市
※H17道路交通センサスの現況OD調査結果を基に算出

3

※合計値は表示桁数の関係で一致しないことがある。



３．事業進捗の状況
（１）事業の経緯

昭和45年度 都市計画決定 平成18年度 4～6車線化着手

昭和58年度 4車線区間（11.7km）全線2/4車線供用 平成20年度 春日部市内（1.7km）4/4車線供用

昭和59年度 6車線区間（9 8km）全線2/6車線供用 平成21年度 春日部市内（2 5km）4/4車線供用

（１）事業の経緯

昭和59年度 6車線区間（9.8km）全線2/6車線供用 平成21年度 春日部市内（2.5km）4/4車線供用

再評価対象区間 国道4号春日部古河バイパス 延長21.5km
至 福島
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３．事業進捗の状況
（２）周辺の状況

○国道４号春日部古河バイパスは、茨城県・埼玉県を南北に結ぶ幹線道路としての役割の他に、整備が進められて

いる圏央道へのアクセス道路としての役割が期待される。

○既に多くの工業団地が整備され沿道開発が進んでいることに加え、圏央道整備に伴う沿線自治体のＩＣ周辺開発計

画が進展中である

（２）周辺の状況
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（１）国道４号の渋滞状況

４．事業の必要性に関する視点
（１）国道４号の渋滞状況
・国道4号春日部古河バイパスに並行する国道4号（現道）の損失時間は、100.5千人時間/年・kmで、全国平均（26.3
千人時間/年・km）の約3.8倍。

・国道4号春日部古河バイパスの整備により、交通の転換が図られ、国道4号の渋滞緩和が見込まれる。

幸手団地入口交差点付近

渋滞発生状況（損失時間）

並行する国道4号（現道）

損失時間：約１００.５千人時間/年･km
全国平均 約２６ ３千人時間/年 k
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資料：民間プローブデータ（H21）
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（２）国道４号の事故発生状況

４．事業の必要性に関する視点
（２）国道４号の事故発生状況

・国道4号春日部古河バイパスに並行する国道4号（現道）の死傷事故率は、111.4件/億台・ｋｍと全国平均（102.0件
/億台・ｋｍ）を上回る。

・特に、幸手市上高野の交差点の死傷事故率は、615.3件/億台kmで全国平均（102.0件/億台km）の約6倍となって
るいる。

・国道4号春日部古河バイパスの整備により、現道の交通量が転換し、交通事故の減少が期待される。

並行区間 約１１１ ４件/億台 k

並行する国道4号（現道）事故の状況
幸手市東二丁目交差点付近並行区間：約１１１．４件/億台・km

全国平均：１０２．０件/億台･km
■： 0～50
■： 50～100
■： 100～200
■： 200～
（単位：件／億台・km）

幸手市（上高野）交差点
615.3件/億台・km
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至 福島

37
5%

4
1%

並行区間 国道4号(現道)の事故類型

合計769件
（H19-H22）

4

東北自動車道
至

福
島

清
地

境
県
道
入

幸
手
団
地
入
口

南
一
丁
目

中
三
丁
目

北
二
丁
目

幸
手
市
役

内
国
府
間

内
国
府
間
北

工
業
団
地

入
口

小
右
工
門
北

粟
橋

利
根
川
橋
南
詰

中
田
町小

右
工
門
南

外
国
府
間幸手IC

大
島

(

上
高
野)

H24.6撮影 至 東京

全国平均

381
49%

158

76
10%

113
15%

5%

車両相互（追突）

車両相互（出会い頭）

柳
橋

高
野

塚
崎菱

沼
一
ツ
谷

芝
原

中
椿

立
野庄

五
霞

4

至

東
京

椿
（南
）

倉
常

久
能

工
業
団
地
前

菅
島

中
瀬

下
沢

上庄

小
渕

小
渕
北

小
渕
小
入
口

堤
根
南

堤
根

地入
口

口
目目役

所
入
口

北

消
防
署
前

圏
央
道

五霞IC
（仮称）

（仮称）

境IC

4

4

16

20% 車両相互（右折）

車両相互（その他）

人対車両

車両単独

7
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（３）地域開発の活性化

４．事業の必要性に関する視点
（３）地域開発の活性化

・新４号国道は、地域高規格道路であり、物の流通、人の交流、地域間の交流などの活性化を促進し、地域の産業流通
活動を支えている。
・国道４号（現道）に対し、新４号国道の大型車混入率は高く、地域の産業流通活動や関東～東北の物流に寄与。
特 国道４号春 部古河バイパ は大型車混入率が51 4％と高く また 周辺 業団地が整備され さら 圏・特に、国道４号春日部古河バイパスでは大型車混入率が51.4％と高く、また、周辺に工業団地が整備され、さらに圏
央道の開通に伴うＩＣ周辺開発が推進中であり、今後も地域の産業振興等の活性化に不可欠。

沿線地域の開発状況 至 福島 大型車混入率
50 426台/日
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23,459台/日

4.7％
65,620台/日
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50,426台/日
20.5％国道４号春日部古河バイパス沿線地域への新規

工場の立地面積の伸びは全国平均の約1.9倍

8.8

■新規工場立地面積（累積）の推移（H18年を1.0とした場合）
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国
道
4
号

北利根工業団地

庄和ＩＣ付近

資料：平成22年道路交通センサス

4
号
国
道

道
4
号
（現
道
）

23,116台/日
7.2％

37,989台/日
41.0％

資料：「工場立地動向調査」（経済産業省）より作成
平成18年を1.0とした場合の新規工場立地面積（累計）

沿線市町：春日部市、杉戸町、幸手市、五霞町、境町、古河市

（速報値）

４

春
日
部
古
河
バ
イ
パ
ス

至 福島

至 福島

24,543台/日
51.4％15,354台/日

10.6％

23,095台/日
9.0％

8
H24.3撮影

至 東京

上段：24時間交通量
下段：大型車混入率

至 東京

H23.3撮影至 東京

47,351台/日
24.5％

資料：平成22年道路交通センサス
工業団地：既設・分譲中のもの。各自治体ホームページ等より作成



（４）リダンダンシーの確保

４．事業の必要性に関する視点
（４）リダンダンシ の確保
・国道4号は、東北自動車道とともに、関東～東北を南北に結ぶ多重性ネットワークを形成し、代替性を確保。
・国道4号は、「第１次緊急輸送道路」に指定されており、災害時における避難・救助をはじめ、物資の輸送、諸施設の復
旧など広域的な応急対策活動を行う道路として位置付け。
東日本大震災では 高速道路が緊急交通路に指定され その間 国道4号は 般車両の通行を担う道路として機能

至 福島

・東日本大震災では、高速道路が緊急交通路に指定され、その間、国道4号は一般車両の通行を担う道路として機能。
・また、国道4号春日部古河バイパスは、圏央道とアクセスし、更なるネットワークの多重性を形成。

東日本大震災による通
行止めの状況

東北道 白河～矢吹（上り線）東北自動車道（白河以南）の
通行止め状況

東北自動車道
白河ＩＣ～宇都宮ＩＣ

Ｈ２３．３．１１～３．２４
通行止め

東日本大震災において
通行止めとなった区間

年月日 状況

H23.3.11
14 50

東北地方太平洋沖
地震発生

浦和～宇都宮：約８日間 緊急交通路指定
宇都宮～白河：約１３日間 緊急交通路指定

東北自動車道

14:50 地震発生

同
14:51

川口JCT～白河（上下）：
通行止め

H23.3.12
浦和～白河（上下）：
緊急交通路指定

春

国道4号

新4号国道 11:00 川口ＪＣＴ～浦和（下り）：
通行止め解除

H23.3.19
12:00

浦和～宇都宮（上下）：
緊急交通路指定解除

浦和～川口ＪＣＴ（上り）：
通行止め解除

緊急交通路の状況

国
道
4
号

春
日
部
古
河
バ
イ
パ
ス

圏央道

通行止め解除

H23.3.22
10:00

宇都宮ＩＣ～白河ＩＣ（上下）：
大型自動車等以外の通行

禁止

宇都宮ＩＣ～白河ＩＣ（上下）：

東北自動車道
宇都宮ＩＣ～川口ＪＣＴ
Ｈ２３．３．１１～３．１９

通行止め

至 東京

圏央道

9
写真：NEXCO東日本資料：栃木県、茨城県ＨＰより作成

H23.3.24
6:00

大型自動車等以外の通行
禁止解除

【東北自動車道全線開通】

資料：NEXCO東日本



（５）圏央道関連交通への対応

４．事業の必要性に関する視点
（５）圏央道関連交通 の対応

・国道4号春日部古河バイパスは、圏央道の五霞IC（仮称）と接続。
・圏央道の久喜白岡JCT～五霞IC（仮称）は平成25年度以降、五霞IC（仮称）～つくば中央ICが平成26年度以降にそれ
ぞれ暫定２車線で供用予定。
国道４号春 部古河バイパ は 圏央道供用 伴う国道４号 交通量増加 対応するととも 圏央道 クセ・国道４号春日部古河バイパスは、圏央道供用に伴う国道４号の交通量増加に対応するとともに、圏央道へのアクセス
路線として不可欠。

圏央道の供用予定と国道４号春日部古河バイパス

圏央道 圏央道至 福島

圏央道の整備状況

境IC

2/6
供用

圏央道
久喜白岡JCT～五霞IC（仮称）

【平成25年度以降暫定供用予定】

圏央道
五霞IC（仮称）～つくば中央IC

【平成26年度以降暫定供用予定】

至 福島

【平
成
２

拡大図

再

国
道
4
号

春
日
部

供用
9.8km ２

６
年
度
全
線
４
車再

評
価
対
象
区
間

部
古
河
バ
イ
パ
ス

延

2/4
供用
7.0km

車
線
供
用
（一
部
、
暫

間
延
長
２
１
．
５
ｋ
ｍ

4/4
供用
4.2km

暫
定
供
用
４
／
６
車

五霞ＩＣ（仮称）の整備状況

至 つくば

４

至 福島

10
至 東京

2/4
供用
0.5km

車
線
）】

至 久喜

H24.3撮影 H24.6撮影至 東京



（６）残事業の概要

４．事業の必要性に関する視点

・用地は昭和60年度に100%取得済み。昭和59年度までに全線2車線供用済み。
・平成21年度までに庄和ＩＣ北交差点～椿（南）交差点間の4.2ｋｍを４車線化。残る区間（埼玉県区間6.1km、茨城県
区間11.2km）については、圏央道（久喜白岡JCT～五霞IC（仮称））の暫定供用に合わせ、工事を実施中。
茨城県区間の6車線供用については 全線4車線供用後 交差点部の立体工事などを行い 完成6車線の事業促進

（６）残事業の概要

・茨城県区間の6車線供用については、全線4車線供用後、交差点部の立体工事などを行い、完成6車線の事業促進
を図る。

2/6
供用

2/4
供用

2/4
供用

国道4号 春日部古河バイパス 延長21.5km

4/4
供用

H21年度に4車線供用した春日部
市内の供用前後の状況

供用
9.8km

供用
7.0km

供用
0.5km

い
ば
ら

茨
城

さ
い
た
ま

埼
玉

供用
2.5km1.7km

至 福島

至

東
京

ら
き
け
ん
こ
が
し
や
ぎ
は
し

城
県
古
河
市
柳
橋

ま
け
ん
か
す
か
べ
し
し
も
や
な

玉
県
春
日
部
市
下
柳

至

福
島椿

（
南
）

立
野
西

庄
和
Ｉ しな

ぎ
柳

前回
評価時
Ｈ２１

用 地

工 事

H21.8撮影至 東京

6車線

4車線

2車線

100%

Ｃ
北

今回
評価時
Ｈ２４

用 地

至 福島

100%

用 地

工 事
6車線

4車線

2車線

100%

11

前回評価時
以降の

進捗状況

H21年度
4車線
供用

凡例（工事・用地）

：完成済

：工事中・取得中

：未着手 至 東京 H24.6撮影

用 地100%



５．費用対効果（計算条件）

■総便益（Ｂ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し 「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上

■総費用（Ｃ）

について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

（１）計算条件

■総費用（Ｃ）

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上。

（１）計算条件

・基準年次 ：平成24年度 平成21年度

・供用予定年次 ：平成31年度 平成29年度

【参考：前回再評価(H21)】

供用予定年次 平成 年度 平成 年度

・分析対象期間 ：供用後50年間 供用後50年間

・基礎データ ：平成17年度道路交通センサス 平成17年度道路交通センサス

・交通量の推計時点：平成42年度 平成42年度交通量の推計時点：平成42年度 平成42年度

・計画交通量 ：33,200～56,900（台/日） 34,600～57,700（台/日）

・総便益 ：約1,444億円 約1,606億円

・事業費 ：約244億円 約244億円・事業費 ：約244億円 約244億円

・Ｂ／Ｃ ：5.1 5.2

12



５．費用対効果

走行時間 走行経費 交通事故
総便益 費用便益比

（２）事業全体

便益(Ｂ) 短縮便益 減少便益 減少便益
総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
1,383億円 37億円 24億円 1,444億円

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

５ １費用(Ｃ) ５．１
218億円 66億円 284億円

（３）残事業

便益(Ｂ)

走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（３）残事業

便益(Ｂ) 短縮便益 減少便益 減少便益
（Ｂ／Ｃ）

1,045億円 20億円 14億円 1,079億円

費用(Ｃ)
事業費 維持管理費 総費用

５．３
148億円 54億円 202億円

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注2）費用及び便益額は整数止めとする。

注3）費用及び便益の合計額は 表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

148億円 54億円 202億円

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と 致しないことがある。

基準年：平成24年度
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６．事業進捗の見込みの視点
・昭和45年度に都市計画決定 全区間の用地取得は完了しており 昭和59年度までに全線暫定2車線供用済み・昭和45年度に都市計画決定、全区間の用地取得は完了しており、昭和59年度までに全線暫定2車線供用済み。

・平成１８年度に４～６車線化に着手し、交通容量拡大を図るとともに、圏央道（久喜白岡JCT～つくば中央IC）の暫定供用を見据

え、 全線4車線供用（一部、暫定供用4/6車線見込む）に向けて工事を実施中。なお、平成20年度、平成21年度に埼玉県区

間の4.2kmが4車線供用済み。

・今回は以下の観点から工程の見直しを実施・今回は以下の観点から工程の見直しを実施。

・春日部古河バイパスと接続する圏央道（久喜白岡JCT～つくば中央IC）の開通が、平成26年度以降に変更となったことから圏

央道事業の進捗を見据え、且つ、五霞ＩＣ（仮称）からの交通需要が見込まれるため、平成26年度までに全線4車線整備を進め

る。

・茨城県区間の6車線供用については 全線4車線供用後 交差点部の立体工事などを行い 完成6車線の事業促進を図る茨城県区間の6車線供用については、全線4車線供用後、交差点部の立体工事などを行い、完成6車線の事業促進を図る。

■ 事業の計画から完成までの流れ
S45 S46～S59 S60～H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

事業化

年度

都市計画決定（決定・変更） 決定

測量・設計・調査
測量
設計
地質

 
測量
設計

設計 設計
測量
設計
地質

測量
設計
地質

設計 設計 設計

関係機関協議

設計・用地説明会
用地
設計

埋蔵文化財調査

茨
城
県
区
間

（

延
長
1
1
.
2
k 埋蔵文化財調査

用地取得

工事

土工
橋梁

S59：2/6車線
供用

土工 土工
土工
橋梁

土工
橋梁

土工
橋梁

土工
橋梁

土工
橋梁

土工
橋梁

4/4、4/6
(11.2km)

土工
橋梁

土工
橋梁

土工
橋梁

完成
6/6

(9.8km)

事業化

間
k
m
）

供
用
開
始
年
次

都市計画決定（決定・変更） 決定

測量・設計・調査
測量
設計
調査

調査
設計

設計
調査
設計

設計 設計 設計 設計

関係機関協議

設計・用地説明会

埋蔵文化財調査

埼
玉
県
区
間

（

延
長
1
0
.
3
k

次

14（前回再評価） （今回再評価）※完成年度は、費用便益比算定上設定した年次である。

埋蔵文化財調査

用地取得

工事
土工

S58：2/4車線
供用

土工 土工
土工
4/4

(1.7km)

土工
4/4

(2.5km)
橋梁 橋梁 土工

土工
橋梁

土工
橋梁
4/4

(6.1km)

間
k
m
）



（1）事業の必要性等に関する視点

７．今後の対応方針（原案）
（1）事業の必要性等に関する視点

・国道4号春日部古河バイパスに並行する国道4号（現道）の損失時間は、100.5千人時間/年･kmであり、全国平均(26.
3千人時間/年･km)の約3.8倍。
・国道4号春日部古河バイパスに並行する国道4号（現道）の死傷事故率は111.4件/億台・kmであり、全国平均(102.0国道 号春日部古河 イ 並行する国道 号（現道） 死傷事故率 件/億台 あり、全国平均(
件/億台・km)の約1.1倍であるが、600件/億台・kmを超える区間が存在。
・国道4号春日部古河バイパスの整備により、並行する国道4号（現道）の混雑緩和・事故の減少が見込まれる。
・当該道路周辺では、多くの工業団地が開発されている他、圏央道の供用により、更なる交通需要の増大が見込まれる。
・費用対効果（Ｂ／Ｃ）は5.1である。費用対効果（ ／ ） あ 。

（2）事業進捗の見込みの視点

・用地については昭和60年度に100%取得済み。
・平成18年度以降、交通容量拡大を図るとともに、圏央道（久喜白岡JCT～つくば中央IC）の暫定供用を見据え、 全線4
車線供用（一部、暫定供用4/6車線見込む）に向けて工事を実施中。

・また、茨城県区間の6車線供用については、全線4車線供用後、交差点部の立体工事などを行い、完成6車線の事業
促進を図る。

（3）都道府県・政令市からの意見

・埼玉県知事の意見：一般国道４号春日部古河バイパスは災害時における緊急輸送道路のネットワーク強化はもとより、
圏央道へのアクセス向上が図られる大変重要な道路であります。引き続き、コストの縮減に十分
留意しながら早期完成をお願いします。

・茨城県知事の意見：一般国道４号春日部古河バイパスは 首都圏中央連絡自動車道の主要なアクセス道路であり

（3）都道府県 政令市からの意見

（4）対応方針（原案）

・茨城県知事の意見： 般国道４号春日部古河バイパスは、首都圏中央連絡自動車道の主要なアクセス道路であり、
企業立地による地域産業の活性化や大規模災害時における緊急輸送道路のネットワーク強化に
寄与することから、より一層のコスト縮減を図りながら、早期完成に向け事業を推進されたい。

・事業継続。
・春日部古河バイパスは、交通渋滞の緩和、圏央道関連交通への対応、地域開発の活性化等の観点から、事業の必要
性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。
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